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水道積算システムにおける施工単価等の計算仕様について 

 

 水道積算システムにおいて、夜間工事、週休２日制適用工事等による補正を行う場合の各単価の補正方法及

び端数処理は、下記のとおりです。 

 

１．用語の定義 

 ① 夜間補正 

  通常勤務すべき時間帯（８時～17 時）をはずして、所定労働時間内で 20 時～６時にかかる時間帯に

作業を計画する場合の労務単価補正（×1.5） 

 ② 単価補正 

  「④ 条件補正」以外で単価別に設定する補正（例：時間的制約による労務単価割増など） 

 ③ 週休２日補正 

  週休２日制適用工事を選択した場合に、当該区分に応じて行う補正 

 ④ 条件補正 

  施工単価等の単価入力条件により行う補正（例：配管工労務単価補正など） 

 

２．補正方法及び端数処理 

 各単価の補正方法及び端数処理は、下記を原則とする。ただし、別途定めがある場合を除く。 

 

⑴ 労務単価 

 ① 労務単価 × 夜間補正 ＝ Ａ１（小数点以下切り捨て円止め） 

 ② Ａ１ × 単価補正   ＝ Ａ２（小数点以下切り捨て円止め） 

 ③ Ａ２ × 週休２日補正 ＝ Ａ３（小数点以下切り捨て円止め） 

 ④ Ａ３ × 条件補正   ＝ Ａ４（小数第３位切り捨て２位止め） 

 ⇒ 設計単価 ＝ Ａ４ 

 ※ Ａ１は夜間補正済の労務単価を使用する。 

 

⑵ 機械賃料 

 ① 機械賃料 × 単価補正 ＝ Ｂ１（小数点以下切り捨て円止め） 

 ② Ｂ１ × 週休２日補正 ＝ Ｂ２（小数点以下切り捨て円止め） 

 ③ Ｂ２ × 条件補正   ＝ Ｂ３（小数第３位切り捨て２位止め） 

 ⇒ 設計単価 ＝ Ｂ３ 
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⑶ 市場単価 

 ① 市場単価 × 単価補正 ＝ Ｃ１（小数点以下切り捨て円止め） 

 ② Ｃ１ × 週休２日補正 ＝ Ｃ２（小数点以下切り捨て円止め） 

 ③ Ｃ２ × 条件補正   ＝ Ｃ３（小数第４位四捨五入３位止め） 

 ④ Ｃ３（小数第３位四捨五入２位止め） ＝ Ｃ４ 

 ⇒ 設計単価 ＝ Ｃ４ 

 

⑷ 土木工事標準単価 

 ① 土木工事標準単価 × 単価補正 ＝ Ｄ１（小数点以下切り捨て円止め） 

 ② Ｄ１ × 週休２日補正 ＝ Ｄ２（小数点以下切り捨て円止め） 

 ② Ｄ２ × 条件補正   ＝ Ｄ３（小数第４位四捨五入３位止め） 

 ③ Ｄ３（小数第３位四捨五入２位止め） ＝ Ｄ４ 

 ⇒ 設計単価 ＝ Ｄ４ 

 

⑸ 施工パッケージ 

 施工パッケージ型積算方式では、補正済の地区単価（代表機械規格、労務規格、市場単価）を用いて算出し、

労務費、機械賃料、市場単価の補正方法は上記のとおりである。 

 なお、詳細については、さいたま市建設局技術管理課が本市ホームページで公表している「施工パッケージ

型積算方式について」を参照する。 

 

【施工パッケージ型積算方式について（さいたま市ＨＰ）】 

トップページ >事業者向けの情報 >まちづくり・交通・建設 >公共工事 >土木工事積算基準 > 

施工パッケージ型積算方式について 

https://www.city.saitama.jp/005/003/022/004/p043050.html 

 

 

  

https://www.city.saitama.jp/005/003/022/004/p043050.html
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 各単価の補正方法について、代価表及び算出例を示す。なお、記載の単価金額、補正係数等は全て参考値で

ある。 

 

例１ 労務単価及び機械賃料の補正 

 

※1 配管工労務単価補正値「4％」は、金抜き設計書では非表示となる。 

※2 【労：1.14】は、労務単価に補正（×1.14）を行うことを示す。 

※3 【夜】は労務単価の夜間補正（×1.5）を示す（システム仕様により、夜間を選択した場合は、歩掛構成単価の全ての単位欄に【夜】

が表示される）。 

 

【設計条件】 

夜間補正   ： 有り 補正係数＝1.5 

単価補正   ： 有り 補正係数＝1.14 

週休２日補正 ： 有り（閉所／月単位） 労務費補正係数＝1.04、機械賃料補正係数＝1.02 

条件補正   ： ① 配管工労務単価補正    有り 補正係数＝1.04 

② トラッククレーン賃料補正 有り 補正係数＝1.15 

 

 労務単価及び機械賃料の補正計算を下記に示す。 
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【配管工】 

 Ａ１ ＝ 23,100（配管工労務単価）×1.5 ＝ 34,650（夜間補正済単価） 

 Ａ２ ＝ Ａ１×1.14 ＝ 34,650×1.14 ＝ 39,501 

 Ａ３ ＝ Ａ２×1.04 ＝ 39,501×1.04 ＝ 41,081.04 ≒ 41,081（小数点以下切り捨て円止め） 

 Ａ４ ＝ Ａ３×1.04 ＝ 41,081×1.04 ＝ 42,724.24 

 

【普通作業員】 

 Ａ１ ＝ 21,400（普通作業員労務単価）×1.5 ＝ 32,100（夜間補正済単価） 

 Ａ２ ＝ Ａ１×1.14 ＝ 32,100×1.14 ＝ 36,594 

 Ａ３ ＝ Ａ２×1.04 ＝ 36,594×1.04 ＝ 38,057.76 ≒ 38,057（小数点以下切り捨て円止め） 

 

【トラッククレーン賃料】 

 Ｂ１ ＝ 30,800（トラッククレーン[油圧伸縮ジブ型]4.9t 吊単価）（単価補正無し） 

 Ｂ２ ＝ Ｂ１×1.02 ＝ 30,800×1.02 ＝ 31,416 

 Ｂ３ ＝ Ｂ２×1.15 ＝ 31,416×1.15 ＝ 36,128.4 
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例２ 市場単価の補正 

 

【設計条件】 

週休２日補正 ： 有り（閉所／月単位） 補正係数＝1.01 

条件補正   ： ① 施工規模  100 ㎡未満 補正係数＝1.1 

          ② 時間的制約 無し（補正無し） 

          ③ 夜間作業  有り 補正係数＝1.15 

 

市場単価の補正計算を下記に示す。 

 

【市場単価】 

 Ｃ１ ＝ 5,350（インターロッキングブロック設置工 一般部 Ｔ＝6㎝ 標準品 直線配置） 

（単価補正無し） 

 Ｃ２ ＝ Ｃ１×1.01 ＝ 5,350×1.01 ＝ 5,403.5 ≒ 5,403（小数点以下切り捨て円止め） 

 条件補正による補正係数 ＝ 1.1×1.15 ＝ 1.265（当該市場単価データの定義による） 

 Ｃ３ ＝ Ｃ２×1.265 ＝ 5,403×1.265 ＝ 6,834.795 

 Ｃ４ ＝ 6,834.795 ≒ 6,834.8（小数第３位四捨五入２位止め） 

 

 

  

6,834.8 
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例３ 土木工事標準単価の補正 

 

【設計条件】 

週休２日補正 ： 有り（閉所／月単位） 補正係数＝1.04 

条件補正   ： ① 夜間作業    有り 

         ② 豪雪補正    無し 

         ③ 時間的制約   著しく有り 

         ④ 排水性舗装施工 有り 補正係数＝1.05 

         ⑤ 未供用区間   有り 補正係数＝0.91 

 

土木工事標準単価の補正計算を下記に示す。 

 

 

 

787.74 
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【土木工事標準単価】 

 Ｄ１ ＝ 793（区画線設置（溶融式） 夜間 豪雪無 矢印・記号・文字 制約著しく受ける） 

（単価補正無し） 

 Ｄ２ ＝ Ｄ１×1.04 ＝ 793×1.04 ＝ 824.72 ≒ 824（小数点以下切り捨て円止め） 

 条件補正による補正係数 ＝ 1.05×0.91 ＝ 0.9555 ≒ 0.956 

（小数第４位四捨五入３位止め；当該土木工事標準単価データの定義による） 

 Ｄ３ ＝ Ｄ２×0.956 ＝ 824×0.956 ＝ 787.744 

 Ｄ４ ＝ 787.744 ≒ 787.74（小数第３位四捨五入２位止め） 

 


